
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 ３０１７ 

令和５年度 総合造形科 

 

教科 総合造形 科目 工芸一般 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書  

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・工芸領域を幅広く実習するなかで各分野の共通性と相違性に留意する。 

・各分野の基本的な制作技術を学び、実際に作品を制作することで、各素材の理解し特性を生かした 

デザインを考察し実用性を取り入れ、制作のなかで理解を深め応用力を身に着けるよう努める。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・工芸の制作技術に関する基本的な知識と技能を習得し、実際に創造し応用する能力を養う。 

・工芸領域を幅広く実習することで、工芸全般を理解する。 

 

 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・工芸の制作技術に関する基

本的な知識 

 

・創造的に表す技能 

・造形的な見方を豊かにする思

考 

・実際に創造し応用する判断 

 

・素材の理解し特性を生かした

デザイン表現 

・自らの学習状況を把握する 

 

・自己調整しながら粘り強く取

り組む姿勢 

 

・創造的な観点や素材への理解

を深める努力、態度 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 土

を

知

る 

陶芸分野 

土を素材に制作し焼成ま

でを体験し理解する 

a: 作品を完成させる知識と

表現する技能、技法の習得度 

a:作品の完成度 

b: アイデアスケッチでの理

解度 

c: ワークシートでの主体的

な取り組み 

c: 出席状況 

 

完成作

品 

アイデ

アスケ

ッチ 

ワーク

シート 

 

提出状

況 

 

プレゼンテーション b:創造的な観点や素材への理

解度 

 プレゼ

ンテー

ション 

 

 

ガ
ラ
ス
を
知
る 

ガラス分野 

ステンドグラス技法を習

得しガラスの特性を生か

す 

a: 作品を完成させる知識と

表現する技能、技法の習得度 

a:作品の完成度 

b: アイデアスケッチでの理

解度 

c: ワークシートでの主体的

な取り組み 

c: 出席状況 

 

完 成 作

品 

アイデ

アスケ

ッチ 

ワーク

シート 

 

提出状

況 

 
プレゼンテーション b:創造的な観点や素材への理

解度 

 プレゼ

ンテー

ション 

 

 

木
を
知
る 

木工分野 

木材加工の道具の使用を

正しく安全に習得し作品

制作を実現させる 

a: 作品を完成させる知識と

表現する技能、技法の習得度 

a:作品の完成度 

b: アイデアスケッチでの理

解度 

c: ワークシートでの主体的

な取り組み 

c: 出席状況 

 

完 成 作

品 

アイデ

アスケ

ッチ 

ワーク

シート 

 

提出状

況 

 

プレゼンテーション b:創造的な観点や素材への理

解度 

 プレゼ

ンテー

ション 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


